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高等学校公民科における討論授業の対象化と批判的分析－ＴＶ番組「ハーバード白熱教室」の活用を通して－

























































































































































































































































































































































































2010 年10 月， ２回に分けて，「‾＠東京大学」を
視聴した。その後，前述の問題点を検討する授業








・第１時(2010 年10月19 日)，ＤＶＤ 視聴①｢ イチローの年棒は高すぎる？( 富の公正な分配とは？)｣
｢東京大学特別授業 匚ハーバード白熱教室＠東京大学｣ の前半部分を視聴)
・第２時(2010年10 月21 日)，
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主要発問(M.Q: Main Question)  1 匚イチロー
の年俸は高すぎる？」は，下表の３者の年収比較



























































































































































マで，4つの質問（S･Q 1 ， 2とM.Ql, 2 ）で構成
されている。いきなり重い質問を考えさせるので















































































































































































































































する姿勢が見 られた。 未選択 については，匚どの
考え方も難しい。 自分の意見を持つなら， もっと
勉強しないとわからないと思った」 のように，必
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